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原子炉運転中の異常な過渡変化や事故時の緊急停止時には、機械的および熱的な原因によ

り、原子炉構造要素は衝撃的な荷重を受けます。例えば、加圧型軽水炉の圧力容器は冷却水

の注入による加圧熱衝撃が起こり、一次配管系には熱水力学的要因による圧カパルスおよび

圧力振動が生じます。

原子炉の安全な運転を確保するためには、このような衝撃的な荷重の発生メカニズムを把

握すること、構造要素に与える影響を明らかにすること、および構造要素材料の動的な強度

特性や破壊靱性を正しく評価しておくことが必要であります。

本研究では、原子炉圧力容器および配管系の安全評価技術の向上に資することを目的とし

て以下の 3項目について原子力試験研究費による試験研究を実施しました。

(1)事故時に配管系が受ける荷重を定量的に推定する手法の開発

(2)構造用鋼材及び構造要素の動的強度および動的破壊靱性評価方法の確立

(3)配管系の不安定延性破壊挙動の把握、破断前漏洩概念の成立性の検討

(1)に関しては、実験と解析により、水撃性圧カパルスの大きさ、持続時間および配管系に

作用する荷重を定量的に把握し、実炉配管系への影響を明らかにすることができました。 (2)

に関しては、構造用材料および溶接継手の降伏強度に対するひずみ速度と温度の影響をひと

つのパラメータで評価する手法の有効性を確認するとともに、動的破壊靱性評価への適用法

を明らかにしました。 (3)に関しては、内圧衝撃試験装置を整備して内圧衝撃の基本的な特性

を把握しました。


